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自由にものが言えなければ明るい未来はない

―長野県御代田町の共産党員町長からメッセージ―
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「つどい」にお集まりのみなさん、こんにちは。様々な妨害に屈せずに同和の不正をただすたたかいに奮闘されているみなさんに、はるか遠く長野から連帯のごあいさつを申し上げます。

18日の町長選挙で、私は現職に千百票の大差をつけて当選することができました。当選会場で一人の女性が、「正義は必ず勝つんだね」と言いました。この言葉の中に、勝利の重さを実感しました。当選の翌日に「解同」幹部は「これまでの我々の要求は、すべて撤回する」と言ってきました。日本共産党員の町長では、どんなに圧力をかけても要求がとおらない、という事実上の敗北宣言です。

御代田町は、東日本で一番の同和で歪んだ町です。昨年10月には同和対策課長の自殺という悲しい出来事まで起きてしまいました。

私は日本共産党の町会議員として4期12年、一貫して同和事業の問題点を指摘し、あらゆる妨害や脅しに屈せずに頑張ってきました。それは住民のために献身するという、日本共産党の立党の精神にもとづくものです。

私の当選が、全国各地でたたかっているみなさんを励ましていることを知り、とても感動しています。少しでもお役に立てばと、メッセージを送りました。

「解同」と行政の癒着で不正がまかりとおり、自由にものが言えない町では、明るい未来は絶対にひらけません。お集まりのみなさんが全国各地のたたかいに連帯して必ず勝利されることを心から期待しています。

長野県御代田町（みよたまち）　茂木祐司（もてぎ・ゆうじ）
いま注目、タブーのない赤旗を　　　　　　　　　　

■日刊紙　　月2900円

■日曜版　　月800円

■滋賀民報　月350円

◇連絡先：町議会議員　西澤伸明：Tel･Fax　38－4949















２月２５日号「しんぶん赤旗」関西版より



































